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i

ナ

ソ
ド
ノ
ト

.
？

ァ
’
ス
は

2

の

マ

加

.之

.生
產
の
過
蒙
研
究
も
亦
不
完
等

t

o

 
0

.

合
的
^

it

、
經
濟
的
：敎
養
{農
業
以
外
の

)

■及
び
.貯
■!
#
 

し

ぐ

は

肋

問

的

効

用

の

生

產

は

一

般

に

無

視

せ

ら

，̂

 ヽ

最

上
.の
場
合
、に
於
て
も«

に
'輕
..ぐ
取
扱
は
れ
た
る
に1 

「

ぎ
な
い
。

.今
や
貯
藏
は
商
業
のI.

鏡

分

の

一

に

しV
、 

其
の
他
の 
一J
K
分
€

は
.貨
物
の
運
輸
ど
*
換
ビ
で
あ
る 

而
しV

此
の
ニ
作
用
は
近
世
の
狀
.態
で
は
貯
藏
若
し
く 

•
は
倉
雄
の
充
分
に
發
達‘せ
る
制
度
な
し̂

は
大
な
る
^
 

I

i\

す
は
れ
指
な
い
の
で
あ
る
。

叉
吾
人
は
之
無
く
し 

て
は
農
.業
も
エ
業
も
行
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
を 

藏
の
無
視
は
恐
ら
く
は)」

の
種
の
i

に
對
す
る
中
肋 

(

的
態
度
の
殘
留
で
あ
る
。
常
時
貯
歲
は
無
覦
せ
ら
れ
た 

の
み
な
ら
ず
罪
3
れ
だ
の
で
あ
る
。
然
し
近
時
の
發
進 

は&
人
に
此
作
用
を
觀
取
せ
し
む
る
^
至
つ
た
が
殊K 

菩
人
が
市
府
の
倉
庫
が次
な
る
市
場
企
業
の
核
心
と
な 

ぅ
、
地
方
の
穀
物
倉
庫
が
地
方
物
産
の
販
賣
の
み
な
ら
. 

i

•夕
洽
め
ら
の
化
給
物
を
購
入
す
る“の
機
翻
と
な
、
る

.

..

i 

' 

、.- 

.
#
.
- 

-V、*

歷
史
的
硏
鹿
を
爲
し.た
が
.其
の
承
襤
潜
は
極
め
て#

く 

同
：

一

程
度
の
勞
猶
に
關
す4

硏
究
は
赀
無
で
ぁ
っ
：
.た
。 

ス
テ
‘
ッ
フ
-

ン.
(
s
l
n
i

 

g

蓄
は
構
成
的
若
し
く
はf
 

示
的
な
も
の
を
：立
！

S
せ
ず
、
過
ぐ
る
世
界
戰
饼
の
勃®
 

前
，に
方
；？

「

黑
死
病
じ
以
來
の
英
國
に
於
げ
る
®
飯
の 

制
限
を
生
題
i

し
；て
英
«

0

雜
誌
に
數
篇
0

論
文
が
現 

れ
て
"

是
箏
は
Hr

成
り
此
の
_

題
に
關
し
ロ
デ.
ァ
ー
ス' 

の
：き

論

を

修
'.
I
Eし
た
が
而
も
今m
ま
で
論
據
を
爾
す
ま 

で
女
筆
し
な
.
い
：。
：
之
を
德
す
る
化
歷
史
派
經
濟
學
#
ど 

全
然
.區

別

看

，、
經
濟
史
家
：は
疴
：ほ
未
だ

「

生
產」
に
«

 

^

;*

味
を
有
し
で
居
る
。
屢
々
彼
等
は
生
產
の
要
素
、

;
 

——

純
正
の
土
地
擎
勞
働
、
資
本
及
び
^
现
を
取
极
ふ 

が
、
而
も
彼
等|
の
專
ら
與
か
る
所
は
農
業>

X
業
及
び
. 

商
業
.
の
如
き
生
產
の
過
程̂
»1

し
て
g

ぁ
っ
た
、
而
レ 

V

是
等
の
問
經
を
取
扱
ふ
上
に
於
て
も
第
ト
八
|]
1

;
紀
^

.
 

來
殆
ど
何
等
の
進
步
も
な
か
っ
た
。
.

"
：

を
見
れ
ば
明
か
で
ぁ
る
。

S

T
次
S

第

十

九

幽

紀

®

文

明

史
 

及

び

文

明

史

家

ゝ

ヹ

：万

里

k o m

w rmn

ジ
I

ル
.や
フi

フ
ィ
.タ

、ノ
や
ブ\

.ク

.

.

..V.

ル
.ト
：
が

、
.
文
明
パ

史
を
時
好
に
投
せ
し
む
る̂'
及
ん
で
、
他
の
作
家
壤
も 

彼
等
0

硏
究
法
をT

變
し
て
新
な
る
領
土
に
着
■
す

る
：
 

U

至
つ
た
や
ぅ
で
あ
る
o

.

ダ
.タ
ムW

ラ
ン
ヶ
に
師
事
し 

て
双
方
ょ
&

愛
褪
ぜ
ら
れ
た
、
グ
ィ
ク
：
へ
；

ム
。
ァf 
ノ 

,\

ト
は
、
社
會
の
發M

上
に
於
け
る
法
#
ビ
經
濟
の
地 

位
の
®

ん
ず
ベ
き
ずj 
S

を
說
き
、
フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー 

は
.'一
八
六
ー
年̂

羅
馬
帝
國
の
文
明
に
つ
い
て
無
双
の 

活
畫
を
出
版
し
、•忽
に
し
■て
レ
ツ
キ
ー
の
：合
理
主
義
及

.

び
道
德
史
R

閬
す
る
諸
著
が
相
次
い
で
顯
は
れ
た
。
觅 

に
又
グ
レ
ゴ
ロ
フ
ィ
ク
ス
の

『

中
世
期
に
於
け
.る
玀
坶 

っ
市』

、
：サ
イ
モ
ン
ブ
の『

饼
太
刹
に
於
け
る
文
藝
復
興/
 

デ
ル
敎
授
の
羅
坶
の
社
會
に
關
す
る
箸
述
《
^

が
、
歷 

史
の
槪
念
を
豐
富̂

し
た
。
知
力
發
展
の
論
述
に
對
し

て
も
、
ロ
ッ
シ
ャ1

と
ギ
エ
ル
ケ
、

レ
ズ
リ0
ス
チ
ー
グ
シ 

ど
モ
ー
レ
1

卿
、

ハ
イ
ム
と
ユ
ス
チ7
グ

オ
^

グ
%

フ
ラ 

ン
デ
ス
ヒ
ク
ノ <—

•
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ーに
ょ
つ
て
貴
®

な
る
貢 

献
が
な
さ
れ
た
。M

&

の
硏
究
法
を
經
濟
の
硏̂

k

取 

入
，れ
し
こ
^

は
、
'社
會
史
妃
興
味
を
向
ぐる
こ
^
と
な 

.

.

.つ
れ
。

ぐ
ラ.ム
は
曾
て
中
世'イ
ギ
ジ
ス
の
#

S

生
活
を 

知
b
得
ざ
る
を
遺
慽
S
し
た
の
で
ぁ
つ
た
が
、
ソ
ロ
ル 

ド
。
ロ
ー
ジ
ャ

ー

ス
0

斯
究
は
イ
ギ
リ
ス
農
村
の
歷
史
に 

基
礎
を
作
6

ク
カ
ン
ニ
ン
ガ
ム
は
イ
ギ
リ
ス
の
經
濟
的 

發
厘
を
初
め
て
包
括
的
，
^

敏
査
せ
る
書
物
を
書
い
た
。

ル
、グ
ァ
シ
ュ
ー
ル

.
は
佛
li

西
の
勞
働
者
階
級
の
運
命
の
，
 

研
究
に
提
き
.
一.
生
を
捧
げ
、
ニ
ッ
チ
は
伯
林
大
學
に
於

V
.

$

四
#
 

(
1

四
at

七
：

> 

.雜
錄
，
第十九世組

0

贫
明
史
及
ぴ
.文
明
史
家

第
十
鑛

1

一
九



..

笫
十
I

 

(
一

四
五<

)

雜

錄

’

第
十
九
世
紺
.1

叫
史
及
宴
明
史
衆 

.

第
十
魏 

一
一
5

猶

逸

人

龙

の

W

脅
„

、

ィ
ナ
、

な

タ

.
V

ネ

ッ

ク

述

は

、
事

件

の

傷

と

關

係

に

考

f

促

甘

る

，f

、
自 

は

初

め

て

■

的

な

る

獨

逸

經

濟

史

を

著

し

た

。
コ
ゲ
r

然

の

條

件

.の
鐘
的
な
る
影
響
を
カ
說
せ
る

g

と
に
於 

.

レ
フ

J

丨

は

羅

の

滅

窍

ま

I

っ

て

所

有

て

、非

常

益

？

た
。

I

に
又
ィ
ギ
リ
ス
ビ
ス
コ
ジ 

,

栩

の

問

ぎ

を

研

究

む

允

。

シ
ノ
モ
：I

ラ
丨
自
身
が
、
シ
，

ト
ラ
ン
ド
、
簾
西
ど
西
班
牙
に
於
け
る
、
知
力
の
發 

.

丨
ラ
ス
フ
ル
ヒ
の
瀨
物
粟
に
っ
い
，て
な
せ

'る

初

期

の

硏

'「

展

を

描

寫

せ

る

彼

の

敕

筆

は

、
.
最

も

興

味

.多

&

懸

史

文 

'

.

究

を

以

て

、
其

の

榄

？

仰

げ

る

レ

ぶ

I

f

學

派

.
學

中

の

一

で

：あ

っ

た

”

づ

グ

X

の

抱

负

は

、
文

g

史

を 

• 

は

i

の

價

値

I

響

を

刊

行

し
V

、
.

各

國

の

實

狀

：.編

馨

ょ

り

脫

し

て

S

科

學

に

近

き

も

の

ど

し

、

之

を
印
艺
た
ソ
實
に
經
濟
的
現
象
が-

國
家
及
び
祉
^

を
政
治
妄
化
の
廣
大
無
邊
な
る
全
範
圍
ょ
是 

,

'

 

.の
生
活
と
密
接
不
邵
の
勝
係
に
あ
る
こ
ど
を
、
こ
の
伯
.

歸
納
せ
る
破
實
な
る
®
礎
の
上k

馇
か
ん
と
す
る
に
あ 

.

.

林
大
學
の
老
敎
授
ほv

盛
に
ヵ
說
1

も
の
は
S

求

っ

た

。
進
步
I

僧

し

行

く

知

識

の

歸

結

？

て

.ふ

彼

へ：
め

ら

れ

ブ

S

 

の
命
題
は

"
峻
烈
な

.る
論
難
攻
擊
を
蒙
っ
た
。
彼
は
當 

:.
:

: 

•文

置

は

、

m

十
九
址
紀
の
：中
葉
に
於
け
る
、
科
學

 

'代
の
獨
醫
を
脫
し
得
な
か
っ
た
ど
は
い
へ
、
其
の
著 

/

ベ.
'
:
,
I

重

ど

槪

f

影

■

を
受
け
て
、
蓮

せ

る

<
々

：
〖

書
は
全
世
界
の
韻
霖
に
一
新

時
期
を

劃

さ
し
め
、
過 

の 

一
^
*、
"
ょ
ン
て

! ^
: ^
^

#

^
せ
ら
れ
た
。

-:
コ

>
,ト

;:
尜
を
社
會
學
的
に
研
究
す
る
こ

^

に
洪
大
な
る
^
戟
を 

•

の
系

I

る

歷

此

的

龜

は

、
攻

の

發
展
論
の
價
値
を
與
へ
た
。
旅
打
家

E

て
將
た
地
■
學

寶

し

て

著

名 

.

減
じ

2

も
、
彼
の

1
S

段
の
法
則
は
，
暗
示

S

め

.

で

ぎ

た

、
へ
ル
グ

f

が
、
一
八
七
四
年
に

、

『

I

 ̂

^

 

^

0

0
$

 

-

の

發

展

i

觀

た
る
：文
明
-
^

』

を

麗

し

た

る

は

、
等

.
 

• 
•

■
 

I

，し
く
自
然
科
學
的
思
想
の
代
表
者
ビ
し
■て

 

>

あ
つ
允
。

.

. 

彼

は『

超
自
然
的
の
力
が
文
明
の
，現
象
を
說
明
す
る
に 

必
要
で
あ
る
か
杏
か
を
考
赉
せ
ん€

し』

て
へ
其
の
心 

要
な
&

こ

と

の

結

論

に

達

し

、
一

'

文
化
の
發
挺
は
人
種f
 

地
理
と
氣
候
ど
に
ょ
つ
，て
制
約.せ
ら
れ
て
ゐ
る
_
然
的
一 

一
過
程
で
あ
る
と
述
べ
、
文
叻
ど
は
自
然
を
支
配
す
る
こ

: 

0

、
人
間
を
馴
致
す
る
こVJ

 

意
味
す
る
の
で
あ“ 

,
つ
そ
>'
_遒
德
の
發
歡
を
嫌
味
す
る
の
で
は«

い
。
生
指
::
: 

M

银
は
史
的
生
活
の
，全
行
程
を
支
配
し
て
ゐ
る
S

。
本 

«

©

特
色
は
、
ほ
然
が
立
憲
君
主e

し
て
で
は
な
く
、： 

獅
裁
君
主
く
し
て
威
力
を
炖
へ
る
、
.野
變
な
る
先
*.
時
一 

代
の
人
を
取
吸
へ
る
部
分
で
あ
る
。
彼
の
世
界
史
に
_

一
 

.

す
る
知
筆
は
、
狹_

で
あ
>

ャ
興
の
!*

子

は

論

戰

的

：
で

，
； 

あ
ヶ
、
其
0

哲
理
は
淺
«

で

あ

：
つ
^

け
れ
ど
も
、
其

書
,: 

は
廣
く 
1

般

の

人

氣

を

傅

し

た

:°
!

其

の

死

後

に

出

で

た
 

第
四
版
は
、
禅
§:
家
0

改
訂
を
經
、
：在
ジ
澤
山
の
柿«
,
 

を
加
.

へ
て
あ
る
。
彼
の
見
地
は' 
瑞
西
の
®
ガ
ル
の
該

博
な
る
記
錄
保
管
係
ヘ
ン

9

r

ン
•

タ
ン
に
よ
つ
て
"
勿 

論
左
程
論
戰
的
で
は
な
い‘
が
、
踏
襲
さ
れ
て
ゐ
る
。
.

そ
- 

し
て 
彼
は 
其
の 
S

國
の
文
明V

J

獨
逸
の
文
明
ど
そ
し
て 

®

界
の
文
明
の
研
究̂

四
十
年
を
捧
げ
た
。
へ
ル
モ
少 

ト
は
，
協
同
的
の
大
著『

人
類
の
歷
史』

を
編
®

し
て
、 

.
自
然
ミ
地
理
，の
主
權
者
的
勢
力
を
カ
說
し
た
。
原
始
的 

文
明
は
乂
歷
爽
の
研
究
範
亂
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
ブ 

1

シ
r

 

'
ド。

。へ\

ト
、
ピ
ッ
ト
ジ
グ
ァ
ー
ス
及
び
そ
の
後 

織
考
變
の
發
見
は
、
人
*
の
活
動
の
發
端
を
數
千
年
の 

'

晋
R

引
き
戾
し
た
。
タ
ィ
ラ
ー
ビ
マ
ッ
ク
レ
ナ
ン
、
マ
ン

、ノ

少
ト
ミ
ー
グ
オ
ダ1
%

ク
ァ
ィ
ツ
、
ラ
ジ
チ

エ
ル
ぐ
し
バ
シ
ユ 

チ
ア
ン
、
フ
レ

I

ザ

ゥ

エ

ス

タ

1

マ
I

ク
の
手
に

よ
'
つ
て
、
A

I

學
は
和
學*

と
せ
ら
れ
、
吾
人
の
祖
先
の 

1?

憤
と
信
仰
は
明
か
に
さ
れ
た
。
メ
ー

ン
は
.
該
博
な
る
. 

，知
識
を
傾
け
て
、
古
代
法
の
解
釋k

從
事
し
た
。

，脅
て一

人
の
作
者
に
よ
つ
て
人
文
の
發
達
に
捧
げ
ら 

れ
た
抱
負
の
最
も
大
な
る
著
述
は
全
く
.か
け
離
れ
た
別

m

4

-

跋

】

ニ】

笫

十

四

猞

(

一
四
五
'九)

雜錄笫
十九世
紀

®;
文
i

及1 '

び
文
明
炎
寒



u
_

I

だが

笫
十
九
ii
i
:紀

の

文

叽

史

及

.
、び

文

明

史

家

第
十
踯

1  

ニ
ニ

派
の
代
表
*

で
ぁ
る
、

ロ
ー
ラ
ン
の
そ
れ
で
ぁ
る
？
彼 

の
，
中
：
著

は

ー

_

八
五
0

年
に
出
版
を
初
め
た
。
乙
の
ガ
ン 

大
學
の
敎
授
は
、
人
間
の
全
史
を
通
赍
し
、
各
册
^

は
. 

各
政
治w

文
化
Q

表
を
揭
げ
、：

特
殊
の
，注
意
が
南
由S
 

1E

義
k

向
つ
て
の
人
文
，の
進
步
を
、
於
は
助
け
或
は
妨 

ぐ
る
.
宗
敎
ビ

人
ど
事
件
に
對
し
て*

は
れ
たo

本
»
は 

其
の
奥
行
の
廣
汎
な
る
こ
ビ
、
典
の
熱
心
<
喈
ボ
に
當 

め
る
こ̂

に
於
て
.

、
ィ
ン
グ
レ
.
ッ
シ
ー

グ
で
：あ〈

る
0 

『

歷
史
の
哲
學』

と
顧
せ
る
最
後
の
；二
卷
は>

K

の
*
述 

を
槪
括
し
a

*p

其
の
敬
期
を
拔
萃
し
て
ゐ
る
。

ロ

 

f

ラ 

ン
は
ボ
シ
ュ
工
ー
ど
共
に
歷
史
は
辯
神
論
で
ぁ
る
ど
*

 

く
信
じ
、
神
の
計
識
の
中
纪
於
け
る
變
化
ど
運
動
の
意 

a

を
捕
捉
せ
ん
ご
し
、
M

つ
人
問
が
益

'々

神
の
計
#
を 

恐

る

、

こ

ビ

の

■

據
を
求
め
た
。

文
明
史̂

對
す
る
人
氣
の
高̂

る
ビ
典
に
、̂

の
^

. 

質
ビ
價
値
に
つ
い
て
の
提
期
の
義
淨
が
起
つ
た
.。
:
就
中 

.

.最
も
興̂

を
®

^

せ̂

の
は
、

コ■*—
.タ
.
.イ
ン.

^
J

^
.

工
J
'

フ
ァ
ー
間
の
論.
戦
と
、
ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト
の

『

獨
逸
史』

ょ
り 

起
れ
る
.

も
の
で
あ
る
.
。
か
の
ハ
ン
ザ
同ff
l

の
硏
究
を
以 

て
幸
ー| ^

か
き
デ
1
ト
ジ
ヒ
»

シ
又
1
フ
ァ
？
は
、
一A 
X
X

年
の
チ
ユ
ビ
ン
ゲ
ン
大
學

^

於
け
る
就
任
式
の
謙
義}̂ 

於
て
述
べ
て
印
く
、
も
し
歷
史
が
統
一
ど
科
學
的
性
質 

と
を
有
す\{

き
も
の
で
あ
る
¥
b

ば
、
を
は̂

家
に
#

 

し
て
集
中
さ

れ

ね

ば

な

ら
-

ぬ
o

K

生
的
な
る
®
代
べ 

於
て
多
數
の
怍
•家
は
發M
の
樞
軸
を
民
衆
に
於
て
見
出 

し
、
至
高
な
4

人
性
の
表
現
ょ
り
も
攀
ろK

衆
の
智
W

. 

ビ
境
遇
と
を
硏
：究
し
丑
つ
大
册
が
中
低
の
家
屋
€

い
ふ 

が
如
&

些
事
^

捧
げ
ら
：れ
て
.ゐ
る
。
然
る
に
今
や
生
瓶 

を
賦
與
す
る
呼
吸(

之
な
く
ば
歷
史
は
死
せ
る
知a

の 

大
麗
S

な
る)

は
、
常
に
國
家
ょ
り
發
せ
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
i

を
®
說
す
べ
き
の
時
で
あ
る
？
文
®
復
興
ビ
雖
も 

槪
し
て
政
治
的
で
あ
ぅ
、
そ
し
て
そ
の
代
衷
的
人
物
は 

:

マ
キ
ア
ヅ
ヱ
ダ
で
あ
つ
た
。
，宗
潋
改
革
は
國
K

的
意
識 

を
興
へ
た
、
そ
む
て
ル
ー
タ
！
は
神
授.的
な
る
_
家
の

輕
1

I
I

.

f

I
I：

I

I
I

rI

起
源
を
主
張
し
：た
。

『

史
象
0

任
務
は
國
家
の
起
源
ビ
任 

h

務
'
 

並
.
に
そ
の
生
活
條
件を

； ®

解
さ
せ
る
に
あ
る
。

』 

史
家
に
し
て
、
も
し®

敎
又
は
法
雜
の
領
域
-
文
學
叉 

は
_

術
の
妞
域
化
踏
み
込
み
れ
ら
ば
、
彼
：は
侧
遒
を
步 

.

め
る
こ
.
^
:を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ヒ:0
: 

一
 

.

か
ぐ
傅
統
.的
な
る
政
治
的
見
地
を
、
：顽
乙
し
て
主
張 

せ
'
る
こ
'

ビ
は
、
最
も
有
爲
な
る
獨
逸
の
脊
年
文
明
史
家 

の
應
戟
を
見
る
に
至
っ
た
。.ゴ
I

タ
ィ
ン
は
、
；眢
遊.
.の
:; 

地
な
る
南
伊
太
刹
の
文
明
を
硏
究
し
て
世
の
i

M .
を
引 

き
、

ロ
ョ
ラ
及
び
.反
宗
敎
改
革
に
つ
い
て
の
廣
況
な
る 

研
究
に
ょ
っ̂

其
の
名
戬
を
加
-

た
”
彼
は
日
ふ
マ
發 

達
し
行
く
科
學
は
興
の
鮑
圍
に
っ
い
て#'等
の
懸
念
す.

1

 

.

.
ベ_

限
界
を
必
要
し
な
か
っ
た
。
國
家
は
人
間
の
聯

| 

合
せ
る
一
つ
の
形
式
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
そ
は
@
ぷ
く 

最
大
の
も
-の
で

ぁ
っ
た
で
あ
、

b
/
A
,

併
し
す
ベ
て
は
必 

須
的
の
7

P

0
で

あ

つ

た
.0

史
的
生
沽
の
制
々
の
方is
、

M
:t
M

象
や
宗
敎
‘
や
■

術
.
や
法
律
や
0
濟
な
ど
は
、
其

-

第

十

四

卷(
1

四
六一

)
：

雜

等
が

.

相
集
つ
て
作
る
ベ
き
ょ
り
高
き
鄉
一
を
、
即
ち
其 

'

等
を
そ
れ
の

-g

肢
ピ
せ

.

る
圓
體
を
必
要
ど
し
、
且
つ
之 

を
豫
想
す
る
も
の
で
あ

.

る
o

シ
ュ
ー
ソ
ァ
ー
は
、恰
も
文
明 

を
ば
生
活
の
物
質
的
條
件
の
み
を
収
极
ふ
も
の
な
る
か 

の
如
ぐ̂

論
^

て
ゐ
る

V
J

O

彼
は
フ
ラ
ィ
タ
ハ
が
堪
一 

な
る
生
活

V
J

民
族
生
活.

V
J

 

•の
關
係

k

つ
い
て
の
大
な
.る 

秘
密

k

最
も
接
近
し
、
を
し
て
彼
の
記
せ
る
ル
ー
グ
1
 

€

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

V
J

は
、
矮
林
中
の
互
木
な
る
か
の
加 

く
妃
鐵
え
立
つ
て
：ゐ
る

S

宣
言
し
て
、•

文
明
史
が
㈣

入 

を
閑
却
し
て
ゐ
る
ど
い
ふ
主
張
を
反
駿
し
、
文
明
史
は 

國
家
を
矮
小
に
す
て
ふ
批
紙
に
對
し
て
は
、
人

間
- 0

發 

M

の
危
急
な
る
時
機
の
多
く
に
於
て
、
鍵
鑰
は
政
治
の 

限
界
の
外̂

見
出
さ
る
べ
き
を
以
て
し
た
。

.

コ
敢
時
弋 

代
於
け
る
童
大
な
る
事
件
は
、
興
敎
ょ
り

a

.

督
敎
、
の 

肉
的
推
移
で

.

あ
つ
た
。
文
*
復
興
ビ
宗
敎
改
取
並
に
反 

宗
敎
改
革

k

あ
.

つ

て

は

、

思

想

.は

古

代

の

鑄

型

を

振

溆
 

.

し

て

世

界
0

表

而

を

，
ー

變

し

た

0

斯

の

如

き

時

期

於

笫

十

號

ニ
a

錄

，第
十.九.
世
紀
0

文
明
史
及♦«>
.文
明
it

家



第
十
四
卷
.

(

一四
方
二)

.雜
，

錄
第
十
九
世
紀
の
文
明
史
及
ぴ
文
叨
犯
家
：

第
十
號
，

1

ニ
四

て
文
明
史
家
の
み
が
、
政
治
の
渾
沌
ょ
り
し
て
秩
序
を
. 

整
へ
得
る
，
の
地
位
に
あ
る
，。
.

ブ
ド
ィ
セ
シ
0'

縢
盛
は
一
兀
，
 

來
政
治
的
の
問
題.
で
あ
つ
た
、
併
し»?
の
如
き
異
例
«
 

稀
で
あ
る
。

.

事
件
は
力
の
所
產
で
ある

そ
じ
て
力
は 

M

想
の
產
5a

で
あ
る
ビ
。

シ
エ
ー
フ
ァ
！
の
'之
に
對
す
る 

應
答
咏
こ
の
論
續
を
終
結
と
し
た
。
彼
は
歷
史
が
生
活 

の
ず
ベ
て
の
局
面
を
示
し
、
且
つ
之
を
網
羅
す
：る
も
の 

な
る
辦
を
認
め
た
が
、
併
し
如
何
な
る
人
の
精
神
も
全 

局
を
包
擁
し
得
な
い
こ
ビ
を
說
き
？.ラ
ン
ヶ
S

其
他
す 

ベ
；て
の
大
歷
史
家
が
、
其0.
視
カ
を
國
家
の
上
に
：集
中
 ヾ

し
た
る
こ̂

を
虫
張
し
、
或
る
，時
期
が
殆
ざ
全
く
貌
汜

自
は
谷
の
最
も
興
味
ぁ
る
問
題̂

つS

て
勞
作
を
績
け 

^

。
史
家
の
任
務.
の
廣
沉
な
る
こ
€
を
說
け
る
ゴ
ー
タ 

ィ
シ
の
能
辯
ば
深
甚
な
る
印
象
を
典
へ
、
政
治
史
學
派 

.

を
擻
充
す
る
0

助
S

な
つ
た
の
み
か
、
又
文
明
史
の
闘’ 

士
^

备
の
重
任
を
思
は
し
む
る.の
效
果
が
ぁ
つ
た0 

ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の『

獨
逸
史』

の
出
版
ょ
り
し
て
起
つ 

た
論
.戰
は
、
E

R
激
烈
で
ぁ
6

且
っ
長
引
ぃ
た
の
で
ぁ 

つ
た
0
.ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト
は
モ
ー
ゼ
.ル
河
及
び
中
部
ラ
ィ 

X

•河
流
域
に
於
ける
中
世
の
經
濟
生J

g

に
關
す
る
廣
汎
、 

な
る
著
書
に
ょ
つ
て
名
聲
を
博
し
た
。
獨
逸
の

一

地
方 

に
對
す
る
根
本
資
料
を
、
今
迄
に
な
く
最
も
多
く
蒐
集 

し
た
，る
彼
の
努
力
は
、
、一，般
に
承
認
せ
ら
れ
た
が
、
併I

的
で
あ
る
ど
い
ふ
諭
點
を
攻
擊し
た
。
彼
は
日
ふ
、
ル

丨
タ
ー
は
國
民
的
感
情
め
後
援
な
ぐ
ば
決
し
て
成
勁
し

I

し
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
峻
烈
な
る
非
難
を
襞
つ
た
。 

な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
，
反
宗
敎
改
革
は
メ
キ
シ
コ
及
び
-

ベ
ロ
ー
は
、
彼
の
研
究
法
は
麻
斷
で
あ
り
、
彼
の
組
織 

.

ペ
ル
ー
の
1«

寶
な
く
ば
、
を'
の
人
氣
あ
る
成
功
を
決
し
は
氣
ま
ぐ
れ
で
あ
る
ビ
言
ひ
、
ギ

H

火
ヶ
は
彼
の
法
律 

て
收
め
得
な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
ど
。
何
れ
の
論
湛
も
相
;
的
理
解
は
明
瞭
を
缺
い
で

ゐ
る
ビ
嘆
じ
、シ
ュ
モー

ラ
ー 

手
方
を
論
服
せ
し
む
る
事
を
得
な
，か
つ
た
、
そ

し

て

各
' 

は
、
本
翦
が
餘
り̂

火
急
に
出
版
せ&

れ
、
思
想
上
に11

一̂

^

^

^

朧
た
る
點
が
ぁ
つ
て
讀
み
辛
い̂
難
じ
た
。
問
題
の『

獨 

逸
*

』

は
：
一
八
九
一
：部
に
出
版
を
初
め
た
。
そ
し
て
そ 

れ
に
は
著
潘
の@

的
を
示
す
べ
き
序
文
が
な
か
っ
た
。 

併
し
僅
か
斗
り
の
緖
言
が
？
三
年
後
に
.出
た
第
一
卷
の 

苒
版
に
附
加
せ
ら
れ
た
。
^

彼
は
純
粹
の
政
治
史
家
が
、 

ラ

シ

ヶ

共

に「

寧
象
の
實
狀」

落

泛

e
i
g
e
n
t
l
i
c
h

 

g
e
w
e
s
e
n

 

?

?:
■

硏
究
U

て
ゐ
る
こ
ミ
を
述
べ
、
彼
は
：

r

を 

の
成
生」

w

o-
-

s
 

8

 

e
i
g
e
n
t
l
i
c
h

 

g
e
w
o
r
d
e
n

 

?

を
卵
;̂ 

せ
ん
こ
せ
を
欲
し
た
。

」

事
件
の
起
源
と
な
れ
る
物
質
的.

I

张
^

知
的
事
情
の
總
體
の
通
资
を
め
要£

す
.̂
.

發
生
的
： 

方
法
が
叙
述
的
方
法
に
代
へ.ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

‘0

科

學 

的
時
代̂

住
め
：る
歷
史
家
は
ク
因
果0
|1

係
を
取
調
ベ 

ね
ば
な
ら
ぬ̂

^

本
書
の
.
政
治
的
部
分
に
於
て
は
、
彼. 

は
根
本
的
研
究
を
少
し
も
主
張
し
な
か
っ
た
がノ.
»
會 

組
織
の
通
蜜
ビ
文
化
の
評
爾
は
、
全
.ぐ
彼
れ
獨
特
の
天 

地
で
ぁ
：っ
た
:0

本
書
の
虫
た
る
因
的
は
？
*
逸
的
意
識 

の
發
M

を
求
む
る̂

ぁ
つ
た
。
彼
は
國
民
的
な
るK

族

ffs
5
n;r

力

、
.
外

部

の

勢

方

の

影

響

を

受

く

べ

き
も
、
內
狂 

的

法

則

に

從

っ

て

發

展

し

た

る

こ

S
を

信

じ

て

ゐ

た

。

彼
は
ビ
.

テ
ア
ス
k

筆
を
起
し
て
、
當
代̂

现
代
€
の 

間
に
於
け
るH

然
の
相
：違
を.
寫
し
、
人
類
學
€
言
語
學 
:

は
之
れ
に
貢
献
す
み
所
が
あ
っ
た
。
併
し
彼
の
寫
せ
る 

原
始
的
»

逸
人
の
生
活
は
、
ア
ー
ノ
ル
ト
の
如
き
耳
眩 

の̂

*>

あ
る
^

^

し
.
て
見
劣
か
す
る
。
ヶ
ー
ザ
ー
及
び

- 

グ
ァ
ル：

ス
の
記
事
を
以V

始
ま
る
政
治
的
叙
述
は
、
技
巧 

を
凝
せ
る
に
も
拘
ら
ず
、.活
氣
な
く
色
彩
に
乏
し
い
。

'
力
ー
ル
大
帝
は
、
最
初
に
出
遭
ふ
具
體
的-0人
物
で
あ 

る
が
、
彼
は
潑
潮
た
る
鞒
氣
に
艺
し
い
。
條
件
の
歷
史 

が
個
人
の
歷
史fc
代
っ
て
居
文
化
が
政
治
ょ
り
も 

優
位
を
占
め
て
居
る
。
第
十
世
紀
の
ニ
人
の
治
#
、
.
即 

ぢ『

帝
國
の
眞
の
建
說
者J

で
あ
っ
て
且
っ
諸
市
の
保
譏 

器
で
あ
つ
た
ふ
ィ
ン.
>

.
ヒ
補
鳥
者
と
、
希
臘
婦
人
を®
 

S

せ
る
短
命
の
ォ
ッ
ト
ー
三
世
と
は
、
彼
の
興
味
を
惹 

い
た
。
皇
帝
ふ
イ
ンタ

ヒ
四
：肚
と
法
王
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

第
十
，四

卷

(

1

四
六
1

3

錄
第
十
九
仳
紀
<の
文
明
史
及
び
文
明
也
家

笫
十
號

.
1

二
五



;
第
十
四
卷' 

(

ー
四
六@
:

.

雜

錄
.

？

九
世
組
の
文
明
史
及
ぴ
文
明_

 

笫
十
號 

一
二
六 

七
世
エ
の
扮
の
破
银
に
於
て
ム
彼
は
法
王
十
の
最
も
傑
て
ゐ
；

<
?

や
う
に
M

'

は
.
れ
る
人
格
に
出®

う
の
で
あ
る
？ 

出
せ
る
人
物
の
雄
大'を
殆
^

意
_

し
な
か
つ
た
や
う
で
彼
の
著
述
に
對
し
て
茈
し
き
判
斷
が
下
さ
れ
、
对
の
、 

ォ

る

第

三
;̂

は
第
十
1

11
:

氣
^

於
け
る
諸
市
ど
輿
の
物
無
視
の
態
度
を
去
つ
'て
語
錄
ょ
り
も
引
用
し
て
ゐ
る 

政
治
的
勢
カ
に0

い
.

て
の
偾
値
あ
る
通
査
を
以
て
初
爻
位
で
あ
る
。
彼
は
ル
ー
タ
ー
が
ー
五
一
一
五
年
の
反
亂
を 

つ
て
ゐ
：る
.0

力
？

ル
大
帝
似.
後
の
偉
傑
、>
.

ル

ィ

口

ジ

ナ
a

解
し
得
な
か
つ
た
こ
ど
を
稭
示
し
て
、
そ
の
fi

；
會
的 

の

火

證

、
小
說
碧
雄
な
る
か
め
如
ぐ
化
之
を
數
行
|
'.
'
.及
び
經
濟
的
の
旅
因
を
注
意
し
て
硏
究
し
て
あ
る
。 

の
中
は
論
じ
去
り
、.中
世
は
最
も
名
高
き
フ
タ
ー
ド
ソ

I
:
:

•

ラ
シ
ブ
レ
ヒ
ト

.は
、
矢
つ
；ぎ
早
や̂

五
*
册

を

刊

行

し
 

ヒ

ニ

世

は
I,
の
女
く
に
何
時
の
沿̂

力
消
え
去
つ
て
j

-^
'>
s
後
、
愛
に
暫
l
b
c之
を
中
止
し
て
、
典
の
批
評
家 

ゐ
る
。
ホ
ーH

 

v

シ
ュ5

フ
ェ
ン
家'0
滅
^

後
ヽ
大
政
に
嫕
酬
し
た
。其

0'

研
究
法
の
嶄
新
な
る
こ
ど
が
、
.訓 

治
家
を
見
ざ
う.
し
事
が
、
こ.
の
史
家
の
短
所
を
餘
り
目
練
な
き
讀
者
の
注
意
を
引
き
、
彼
，に
.木
相
應
な
る
名
聲 

.
.
.

立
れ
じ
め
な
い
が
、
併
し
彼0

特
有
の
文
明
史
の
範
圓
を
興

へ

た
の
で
あ
る
：。

レ
シ
ッ
は
い
ふ
、
彼
が
素
人
の 

內
に
於
て
も
‘、
常
に
滿
足
す
べ
き
も
の
ど
は
い
へ
な
い
。

賞
讃
を
受
け
た
ビ
き
、
學
'若
は
反
對
せ
ね
ば
な
ら
な
か 

:

:彼
は
：第
十
四
世
紀
の
光
明
で
み
る
：、
大
な
る
神
秘
に
’
つ

|

っ
た
ビ
o

實
狀
$
成
生
の
區
別
は不
合
理
で
あ
つ
た
、

S

て
は
殆v」

s

ふ
所
が
な
い
。'
吾
人
は
吾

.々，のI
指
導
者
蓋
し
ラ
シ
グ
は
滕
此
的
問
題.の
.
發
生
的
取
扱
方
^
於
て 

が
、
當
代
の
奧
深
き
秘
密
の
鍵
を
持
た
な
い
事
の
不
安
.
.
.
.
傑
出
し
て
ゐ
た
が
故
で
あ
る
。ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト
は
；フ
ン 

を
懷
き
乍
ら
中
世
期
の
終
に
達
す
る
。
吾
人
は
ル
--
|

タ

ヶ

f

も
說
明
す
る
所
が
遥
か
に
少
な
か
つ
た
、
蓋
し 

.

丨
R

至
つ
て
、
初
め
て
：其
人
の
眞
價
が
十
分
に
摑
ま
れ
彼
は
獨
逸
史
を
歐
洲
の
時
局
の
本
流
に

|1
聯
3
せ
や
う

• j

|
i

1

!

!i：
!

1
I
I

!

纏

ど
企
て
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
、
そ
し
て
彼
は
國
民
的 

偉
人
:'
0

價
値
を
理
解
し
得
な
か
つ
たo

宗
敎
改
革
の
卷 

を
精
査
し
て
、
こ
の
時
期4>
.
專
1

2

5
す
る
レ
ン
ツ
は
、
 

各
頁
、
：
哲
な
殆
ど
各
行
は
反
對fc
起
さ
せ
る
と
いa

， 

他
の
祺
門
家
達
も
各 
< 

其
0

鄭
攻
せ
る
時
期
の
取
敗
方 

に

つ

い

：
て

同

様

の

酷

評

を

下

し

p

ゐ
る
。
.:

ラ
ッ
ク
：ク
ァ
ー 

•

ル
は
第
十
六
世
紀
に
つ
い
、て
記
せ
る
數
頁
の
中
.
ょ
り
、 

魄
謬
，の
表
を
作
り
、
相
對
照
し
て
彼
が
如
何
汶
他
の
^

 

者
の
落
作
を
勸»

せ
る
か
を
明
-̂
^

し
、

バ
I

ゼ
ル
#

 

雞
の
議
事
錄
の
編
省
な
る

V

ラ
ー
.は
、
&

議
0

記
事
_に 

於
て
^

膨
記
事
か
文
章
の
數
に
及
.ば
ん
士
し
て
ゐ
る 

f

い
^

、
：.
コ
ン
ス
タ
ン
i

龠
議

Q

議
事
錄
の
編
者
な
る 

:

フ)

ン
：
ヶ
，
は

、
中

世

末

期

^

於
け
る
宗
敎

0

狀
態
を
寫
f
;
: 

る
Hr

事
の
.
.

S

を
JH

さ
ん
■
が
た
め
に

、

|

筒

の

^

册

子

を
 

:

書
い
^

?

:

.

:

:

」

'■
•

.

:

:

;

.

ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト
の
最
初
の
包
括
的
な
る
囘
答
は
、

『

歷
. 

史
科
學
k

於
：け
る
新
舊
の
倾
昀

』
(

一
八
九
六
年
刊
ハ
れ

)

第
十
四
卷
.
2四
六
五
>

•.
雜

錄

:

と
題
す
る
著
^
の
中
に
示

3

れ
て
ゐ
る
。
彼
は
い
ふ
、
 

.

『

«

逸
史』

を
書
く
に
當
つ'
て
，
磁
勢
な
ん
•學
派
ビ
の
衝 

究
を
來
た
す
ベ&

を
知
つ
て
ゐ
た
。
併
し
苟
も
揭
而^
 

な
る
歷
史
で
あ
つ
て
或
る
知
的
見
地
を
取
ら
ざ
る
は
な 

\ 

.か
っ
左
。
舊
來
0-

學
派
は
歷
史
的
の
，出
來
璜
をば
■
入 

j
:

的
の
行
動
、
換
言
ず
れ
ば
■
人
心
理
學
に
ょ
つ
て
說
01
]
 

じ
れ
。
新
し
§
進
路
は
社
會
的
及
經
濟
的
の
發
展
を
硏 

究
す
る
？
に
ょ
つV

開
か
れ
た
。
經
濟
的
勢
力
の
活
動 

を
承
認
せ
る
も
の
は
屢
々
唯
物
論
漭
と
懿
め
ら
れ
た

 ヽ

を
は
經
濟
的
現
象
は
藝
術
や
文
學
や
哲
學
ど
對
此
し 

て
.、『

物
質
的』

な
る
が
故
で
あ
る
。
併
し
如
何
な
る
經 

濟
的
の
變
化
ビ
行
爲
で
あ
つ
て
も
、
知
的
の
行爲
ビ
同 

y

じ
又
心
涵
學
的
に
制
約#.
ら
れ
て
ゐ
た
=
阁
染
の
法 

B

は

1
顶
#

が
及
び
經̂

的
の
现
象̂

最
も
容̂

に
1

 

用
さ
れ
る
.、
そ
れ
故
之̂

翁
手
さ
る
>
の
は
當
然
で
あ 

つ
た
。
人
物
本
位
の
歷
史
は
常
に

小

說

的
のV、

そ
し
て 

/

K

辦
的
の
M

素

を

含

ま

ね

ば

な

か

つ
た

、
M

レ
身

第
十
，九
.世
紀
の
.文
叨
41
及
ぴ
文
服
^
家

笫
十
縱



雄

十

四

餘

(
I

四
六
六)

雜

，錄
.

第
十
九
還
の
‘文
明
见
及
び
文
阶
史
家

第
十
狨

'■t

人
は
«
の
動
阁
を
推
測
し
得
る
の
み
で
あ
：る
か
ら
で
あ 

る
。
之
に
反
し
て
條#

本

位

の

_

&

は

他

日

殆

ど

科

學
 

に
$

き
眞

理
に
到

達

する
で
あ
ら
ぅ
o

歷
*.
の

雜

は

群 

衆
心
.
现
學
の
中
に
見
出
さ
る
べ
さ
で
あ
る
。
之
^
次
い 

で
出
で
た
喪
文
の
ラ
ン
ヶ
論
に
於
て
、
彼
は
敵
陣
に
，突

«

し
た
。
彼
は
い
ふ"

之
の
大
史
學
者
は
哲
學
的
思®

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

を
以
て
紙
而
を
蔽
ふ
て
ゐ
る
。.彼

は

神.»
論

者

で

あ

つ 

て
、
人
文
の
發M

は
不
可
f

る
法
則
に
從
つ
そ
行
は 

れ
た
ど
信
じ
.
て
ゐ
る
ゥ
然
る
^
之
れ
に
反
し
て
完
全
な 

る
闲
果
の
法
則
は
建
設
さ
れ
得
べ
き
で
あ
る
.
。-
其
の
第
. 

ー
.の
_任
務
は
歷
史
的
生
活
の
要
素
を
分
拆
す
る
^
あ
る 

气

是

：れ
疋
に
彼
が『

_

逸
史』

に
.
於
て
企
_
せ
る
听
で 

あ
っ
た
0.

::
:」

こ
の
ラ
ィ
ブ
チ
ヒ
大
學
敎
授
は
、
多
數
の
攻
擊
者
を 

_

取

つ

て

飽

く

迄

辯

課

に

努

め

左

る

を

以

て

ヽ

論

戰
 

は
小
册
子
に
於
て
又
宠
期
刊
行
物
妃
於
て
、
數
年
に
亘 

•o

て
行
ぼ
れ
た
，0
彼
の
最
も
包
括
的
な
る
言
明
は
、

一
ゝ

九
0,

闽
年
に
米
.

f

於
て
賦
み
れ
近
代
歷
史
科
學
の
講 

演
k

於
て
見
出
さ
れ
る
。
彼
は
い
ふ
、
こ
の
論
爭
は
個 

人
心
S

學
と
11

會
心
0

學
€ 
.の
國
士
間
の̂

で
あ
る
。 

言
葉
•を

換

へ

て

言

.
へ

ば

、

膝

史

の

動

因

を

英

雄

に

求

む
 

5'

も
のV」

之
を
條
件
に
求
む
る
も
のビ
の
^

で
あ
，る
。

へ
ル
ダ
ー
は
#

^
の
心
1!
を
«

^
し
、
そ
し
て
主
想
派 

•は
其
の
事
業
を
緻
け
た
。
ラ
ン
ヶ
ビ
觅
に
又
ブ
ロ
ィ
セ 

ン
學
派
は
個
人
主
義
的
方
法
を
復
活
，さ
せ
た
。
ラ
ン
ダ 

レ
ヒ
ト
の
說
く
所
に
據
れ
ば
、
原

i

的
獨
逸
は
象
微
的 

の
時
代
で
あ
づ
た
。
そ
の
；と
き
想
像
力
が
强
烈
で
あ
つ 

て
ヽ
個
人
は
家
族
と
氏
族
の
中^

沒
脚
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。 

中
世
の
初
期
は
典
型
0
發
.殷
を
見
た
、
故
に
乙
の
時
期 

:

は
典
型
的
の
時
代
ビ
い
つ'て
も
ょ
か
ら
ぅ
0.
中
世
の
末 

期
は
領
域
的
統
治
と
都
市
生
活
の
一
時
期
で
あ
つ
て
、 

之
は
.
因
磐
的
の
時
代
で
あ
つ
没
。

一
例
を
示
せ
ば
、
都 

市
ミ
借
地
人
は
全
く
自
出
で
な
か
つ
た
、
而
し
て
こ
の 

時
期
は
"

文
藝
復
興
ビ
宗
鍊
改
革
を
以
て
初
ま
り
、
啓

1

|
1

I

I

I
I

I

|
I
—A

.の
备
れ
に
對
す̂'
.
と
同
じ
缺
»

5:

示
1,
;

て
ゐ
る
。.
彼
^

 

興
账
を
蓝
け
る
方W

は
%

a

に
|&
,

せ
&:
-

れ
た
.
る

も

0 

.

等
の
又
は
そ
れ
以
,k
:

の
.
重
要
4

る
他
.
の
方
面
魄
、
.

®

注
乱
さ
れ̂

力
つ̂

-

故

に

‘
第

六

卷

に

於

て

は

初

期

の
 

-

音
樂
が
樂
跟
の
鶴
達
咚
臟
じ
で
の
提
ぬ

j

章
於
权
妒
ヽ： 

、
第
七
卷
! -

ぬ
寒
術
m

p

細
な
る
難
苑
が
釭る

デ
H

十
年 

職
從
忙
及
ん
で
幾
分
称
治#

叙
述
に
近
づ̂

て
來
各
。

,

彼
は
a：
由P

役
を
.
成
熱
.烈
な
る
愛
職
心I

以
て
記
.
る 

ン
ゃ
暮
奶
[!
]

傲
：邀
；
#

<>
gv
-

r

K
®-
r

l

l

c
 

所
が
®'i

 

濟 

i

フ

，
ラ
％
を

諭

墘

i

は
.
活

氣

に

：

苽
I

で
®

想
M

M

.

l

l

i

l

i

 

\

 

1

_

| |
_

1 |
:

! 1

I

f

眷

手

し5

モ

,

_

は

、.
1

七
0

み

謂

I

f

 

I

I

を 
f

f

. 

.

r ?
l :
'

l :
"

n

^

l

_

”

_

l

_

f

 
讀

 
|

,

_

4

•
蒙

主_

の

時

代

に

及

ん

：
で

絕

風

に

達

：
し

/2
_る

個

人

'主

義
 

の
時
代
へ
の
遯'識
期
を
.な
し
て
ゐ
る
0「

_

泥
の
3

即
ち
. 

虫
雛
的
の
：曝
代
吹
主
溉
派.の
.
運
動
に
•初
ぁ
つ
て
ゐ.
る

、 

そ
し
て
こ
の
遝
跡
ゆ
理
锥
の
嵚
來
ゆ
對
す
か
赚
情
か
®;
. 

.
動
で
办
る
。
崔
人
ぱ
：今
や
：企
戴
か
や
&;
'

機
や
¥ '
擎

不
 

安
■
の
念
を
以
て
#

色
ビ
し
>
 

然
系
何
讓
支
K

_

0.
’a;
*

h
 

に
感
動
次
れ
.

*

硭
神
經
的
緊
_

0:
.

昧
勘
£

蒞
ん
.
i

ゐ 

4

0

,

S

ゆ

心

意

.
ゆ
す
^；
て：

の

?

:
&'
f

 

'今
後
行
は
ん
べ&

廣
大
な
を
&
事

磙

社

會

晚 

及
a

心
意
的
生
镞
代
嚴
ぼ
す
經
濟
的f

吹
#

f

ff 

價
す
る
こ
ヒe

ぁ
ふ
。
が

し
て
，藤
_

ぼ
#

:「

の
動
因
で
. 

は
.

^

^

も
、_

質
的
の
，



紙
十.四
、歡

(

一
四
穴
八)

雜
錄
第
十
九
佾
紕
ゅ
文
明
史
及
ぴ
文
敗
史
衆

笫
十
號

3
1
0

せ

‘
分
¥

分
?:
-

維
つ
て
&

!)
,
‘
1

#

0

:ん
へ
.々
は
私
ょ
i

:參

 

:
,全
讀
を
_

ダ
て
ゐ
る
か
ら-
o

其
.
れ
•
が
た
め
に
.
私
は
記̂
 

，な
が
.

つ
傻
M.
;

.
€:
、
.
齡
東
^

-

る
.
所
の
.も
の
は
_

神
的
_

 

動
^

}

洞
察
す
る
事
で
ぁ
つ
れ
。'.::
第

I

卷
は
藝
術
ビ
文
：

ぃ

蒙

;̂

通
鸯
M

ブ
：丨V

 

%
 

,
1'
r

チv

ゃ
其
他 

が

論

(

%

、
グ
ン
f

钇
ば
.
ガ
；
ン
：
ト

敗

錄

の

最

大
 

0

静

學

者

、

今
.後

：の®

學
0;

進

步0

根

擻

？«

れ
’
.
る

實 

驗

办

理

敷

啟

開

臟

f

ぁ

が.
じ

靜

し

：
"
：
、
®

礙

蟛

必

舉

を
 

享

樂

のM

對

的1.
1

個

の

敗

趣
?:
5

^

^

^

し

’

經

雪

活
 

,

の
現
瘓
》
集
办̂,
.

®

^

i
§

. 

於

象

i

e

.
卫
_

敎
诤
_

靡
步
5

麁
業
及
汰 

.
農
業
の
化
，學
的
應
肚
、
第
四
階
級
、の
發
：達
、
移
^
ゃ
徒
黨 

ゃ
陂
蘭
§

勞
働
者
や
其
他
，の.問
題
を
叙
.述
し
て
ゐ
る
。 

第
三
卷
，ば
政.
黨
0

發
達
ゃ
外
交
.關
係
：ゃ‘
植
^

地
ゃ
世
界 

政
策
0

發
展
を
論
じ
て.
ゐ
る
°
本
書
は
ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト 

■
が

、-
®

生
の
敵
f c
.

じ
て
#

.

鬪
せ
名
政
治
史
對
オ
る

. 

.

玫
擊
の
記
*:
^

'

以
づ
終
ケ
'
で
ゐ
る
‘
^

人
事
0'

發
1

ば
政

治
的
蓮
命
に
奴
隸0

如
く
傲
從
す
4

も
の
で
ば
砍
い。
" 

政
治
上̂

自
己
膨̂

ば
肇
術
を
科
學
ヽ
佘
敎
と
法#'
^

 

0
0

の
理
想
的
a

る
»-

値
0

發

展

に

ょ

つ

て

ゐ

名

6

.
蓋 

し
國
艮
的
並
於
世
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